
業種　　　　　　 自動車小売業

代表者　　　　　　　 代表取締役社長　　鈴木　肇子

資本金　　　　　 8,000万円

創立（設立）　　 昭和37年10月22日

売上高（年）　　　　 170億7,860万円（2023年3月）

従業員数　 総数476名（男性374名、女性102名）

hukurikousei

トヨタカローラ山形 株式会社

URL 　https://www.tc-ymt.jp/recruit

E-Mail 　yokosawa-yuusuke@tc-ymt.jp

〒990-2441   山形県山形市南一番町1-15　　

TEL 023-641-2120　　FAX 023-641-7121

賞与 年1回

有給休暇（年平均） 6.7日

年間休日 107日（当社カレンダーによる）

初任給

9：00～18：15

平均年齢 37.1歳

●求める人物像

●待遇／福利厚生

育児休暇取得率
             （前年度）

女性100％　男性27％

勤務時間

厚生年金保険、労働災害保険、雇用保険など
各種奨励金、通勤手当、家族手当など

219,500円（四大営業職フィールドスタッフ）
※職種によって異なります

昇給 年2回

所定外労働時間
           　（月平均）

24.6時間
●事業内容

★全トヨタ系新車販売

★輸入車販売（フォルクスワーゲンの全車種）

★各社各中古車販売

★自動車整備・鈑金塗装・用品販売

★各種保険販売代理店業務

★情報通信事業

●企業理念

各種保険、手当等

  詳細は弊社ホームページを
                        　 ご覧ください→→

●募集概要

【社是】

「たのしく　ゆたかな　自動車生活をより多くの人々に

　　　　　　　　　　　　　　　　信頼される会社　信頼される社員

　　　　　　創意をあつめて　会社の発展と　社員の幸福のために」

　弊社の経営理念は上記の社是のもと、全社員一丸になって取り組

んでおります。山形県の地域交通インフラとして必要不可欠な「自動

車」を通して様々なサービスを提供しております。その結果として、

現在県内シェアナンバーワンである約6万5千のお客様がいらっしゃ

います。今後も社是にある「たのしくゆたかな自動車生活をより多く

に人々に」をモットーにお客様から信頼され、愛される店づくりを行っ

ていきます。

①営業職（四年制大学、短大、専門学校卒）

お客様の身近なカーアドバイザーとして、新車・中古車・自動車保

険・携帯電話などの提案を含めた販売とアフターサービスをおこな

う。

※フィールドスタッフとフロアスタッフの2職種あり

②整備職（専門学校卒、高校卒）

お客様の安心・安全・快適なカーライフの要として、自動車の整備、

及びアフターサービスをおこなう。

※高校卒に関しては働きながら国家資格取得をサポート

③業務職（高校卒）

店舗運営において、接客・電話応対、及び事務的な業務をおこなう。

●企業（法人）からのメッセージ

★山形県を盛り上げたい方
　弊社は山形県全域のお客様を対象としております。各職種でお客様
との関わり方は異なりますが、山形県ならではの人柄に触れ、コミュニ
ケーションをとっていく中で成長してきた会社です。感謝の心を持ち、
「山形で働き山形に貢献したい」と考える方と一緒に働きたいと思って
います。
★「人」と関わる仕事にやりがいを持てる方
　弊社は、特に「人」と関わる事が多い仕事です。「お客様」に対しても
勿論ですが、「社員同士」のコミュニケーションも大切にしております。
沢山の人と関わりコミュニケーションをとることで、社員一人ひとりの人
間性が磨かれ、より大きな「会社のパワー」となると考えています。
「人」と関わることで自己成長したいと考える方には向いている企業で
あると思います。

　弊社は、「2018年学生が選ぶインターンシップアワード」にて入賞しま

した。インターンシップにおいて学生一人ひとりと真剣に向き合う取り

組みを評価していただいたと思います。

　現代の採用活動においては、実際の職場体験を通して知る「自己分

析の重要性」を感じています。オンラインの活動が主流となり、効率が

良くなったことは間違いありません。しかし、学生さんの実体験を通し

ての学びの機会が激減している結果、本当の意味で自己理解し、自

信を持って志望先を選択することが難しくなっていると思います。つま

り、志望動機の根拠となる経験が不足していると感じます。これは、学

生も企業側もデメリットが大きいと考えます。

　以上の事もあり、弊社独自の体験型インターンシップを随時実施して

おり、多くの学生さんのお役に立てると思います。何をしたいか悩んで

いる方はまずは動いて「体験」してみましょう。


